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書籍「『諏訪史第一巷』刊行一〇〇年一次の一〇〇年へ」を

PRする諏訪考古学研究会の幹部

「
諏
訪
史
」
次
の
三
〇
年
へ

第
l
巻
刊
行
1
0
0
年
を
記
念
し
書
籍
出
版

考
古
学
研
究
会
五
人
が
寄
稿

諏
訪
地
域
の
歴
史
を
ま
と
め
た
「
諏
訪
里
の
第
一
巻
刊
行
1
0
0
年
を
記
念
し
、
諏
訪
考
幸
研
究
会
（
鵜
飼
幸
雄
会
長
）
は
、

書
籍
「
『
諏
訪
史
第
一
巻
』
刊
行
一
〇
〇
年
豪
の
ー
0
0
年
へ
」
を
出
版
し
た
。
会
員
実
が
、
第
一
巻
の
内
容
と
そ
の
後
の
1
0

0
年
間
を
振
。
返
る
考
察
を
寄
稿
。
諏
訪
考
古
学
1
0
0
年
の
歩
み
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
1
0
0
年
先
に
向
け
た
学
問
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
本
禁
）

的
な
集
積
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
を
担
う
若
い
人
が
育
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

定
価
は
2
5
0
0
円
（
税
込

み
）
。
星
ケ
塔
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
矢
の

根
や
、
井
戸
尻
考
古
館
、
八
ヶ
岳

美
術
館
原
村
歴
史
民
俗
資
料
館
、

市
立
岡
谷
美
術
考
古
館
へ
諏
訪
市

博
物
館
、
茅
野
市
尖
石
縄
文
考
古

館
で
販
売
。
こ
の
ほ
か
、
F
a
C

諏
訪
の
考
古
学
史
を
ま
と
め

た
諏
訪
史
第
一
巻
は
、
信
濃
教
育

会
諏
訪
部
会
（
現
諏
訪
教
育
会
）

が
、
1
9
2
4
（
大
正
ほ
）
年
1
2

月
2
5
日
に
発
行
。
当
時
日
本
を
代

表
す
る
人
類
学
・
考
古
学
者
だ
っ

た
東
京
帝
国
大
学
講
師
の
鳥
居
龍

蔵
（
1
8
7
0
～
1
9
5
3
年
）

を
編
著
者
に
招
き
、
地
元
の
教
員

や
考
古
学
愛
好
家
ら
が
協
力
し
て

綿
密
な
考
古
学
的
調
査
を
行
い
、

約
7
年
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。

同
研
究
会
に
よ
る
と
、
遺
跡
や

遺
物
に
関
す
る
考
古
学
的
な
資
料

を
地
域
史
の
1
ペ
ー
ジ
と
し
て
位

置
付
け
た
画
期
的
な
も
の
で
あ

巻
ま
で
あ
る
。

書
籍
は
B
5
判
全
3
4
8
琴
。

諏
訪
史
発
刊
に
至
る
経
緯
か
ら
始

ま
り
、
旧
石
器
時
代
～
古
墳
時
代

の
各
時
代
の
内
容
と
当
時
の
考
え

方
、
各
市
町
村
に
お
け
る
刊
行
後

1
0
0
年
間
で
の
新
た
な
発
見
な

ど
を
記
載
し
た
。
第
4
部
「
鳥
居

龍
蔵
の
視
占
甚
振
り
返
る
」
で

は
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分

野
に
つ
い
て
、
当
時
鳥
居
が
考
察

的
に
書
い
た
内
容
を
現
代
の
解
釈

も
踏
ま
え
て
掘
り
下
げ
て
い
る
。

「
学
問
を
次
世
代
に
引
き
継
い

り
、
イ
後
の
全
国
各
地
の
郷
土
史
誌

作
成
の
参
考
に
さ
れ
た
と
い
う
。

そ
の
後
も
諏
訪
教
育
会
が
続
編
を

作
り
、
8
6
（
昭
和
6
1
）
年
7
月
刊

行
の
近
現
代
史
を
ま
と
め
た
第
五

で
い
く
に
は
形
に
残
さ
な
い
と
駄

目
。
日
々
研
究
努
力
を
し
て
い
る

会
員
ら
の
力
で
希
望
が
か
な
っ

た
」
と
鵜
飼
会
長
（
む
。
「
諏
訪

の
考
古
学
に
と
っ
て
諏
訪
史
は
今

後
も
根
っ
こ
に
な
る
も
の
。
諏
訪

に
は
素
晴
ら
し
い
学
問
的
、
資
料


